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１．概要（Summary） 
現在、タッチスクリーンを搭載した情報端末の増加に伴

い、タッチスクリーン上に簡易に実装可能な静電摩擦触

覚 デ ィ ス プ レ イ への 関心 が 、 Human Computer 
Interaction の分野で高まっている。そこで、本報では透

過性に優れた ITO電極をウエットエッチングによって加工

し、電極パターンを形成した。今後は、その上に SiO2 膜

を形成することによって透明なタッチスクリーン上に実装

可能な多電極の静電摩擦触覚ディスプレイを作製する。

また、SiO2膜を薄膜化することにより低電圧化も目指す。 
 

２．実験（Experimental） 
【利用した主な装置】 
マスクレス露光装置（大日本科研社製，MX-1204） 

【実験方法】 
 マスクレス露光装置を用いて 2 種類のパターンのマスク

を作成した。Fig. 1 に設計したマスクパターンの 1 つと、

実際に作製したマスクパターンを示す。作製されたマスク

パターンは目標とする形状を作製できていることがわかる。

これによってマスクレス露光装置を用いて、今回作製する

静電摩擦ディスプレイのための電極パターンを作製できる

見通しが得られた。 

３．結果と考察（Results and Discussion） 
 次に作製したマスクを用いて ITO電極のパターニングを

行った。市販の ITO 膜が形成されたガラス基板の上にポ

ジティブフォトレジストを塗布した。その後、作製したマスク

と露光装置を用いてフォトレジストのパターニングを行った。

フォトレジストをパターニングした後に、ITO のエッチング

を行い、ITO 電極局所的に溶解させ、ITO 電極のパター

ンを形成した。Fig. 2 に実際に作製した ITO 電極のパタ

ーンの写真を示す。局所的に ITO 電極を溶解できており、

今後レジストを剥離させて目的のパターンが形成されてい

るかを確認する。 
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Fig. 1 Design of the mask and photograph of the 
actual mask 

 
Fig. 2 Photograph of the fabricated ITO electrode 


